
普通に生活している人々が知らぬ間に被爆し、
ゆるやかに殺されていくという現実。この作品は
見ることも、感じることもできない核汚染のもと
で生きる、イラク、アメリカ、そして日本の人々の
日常の姿を記録し、彼らヒバクシャの声を伝える
ために作られた。

３月１６日（土）　上映

2003年/ 116分

守田敏也さんのお話と「HIBAKUSHA」の上映

３月１６日（土）　１４：３０～　お話「今も続く私たちの被爆」　　　参加費カンパ

守田敏也　京都市在住。「市民と科学者の内部被曝問題研究会」常任理事。現在フリーライターとして
　　　　　　　　　取材活動を続け、被災地の支援も精力的に行っている。放射線被爆の恐ろしさを明らかにし、
　　　　　　　　　防護を訴えている。

１７：００～　映画「HIBAKUSHA　世界の終わりに」上映　参加費１１００円（要予約）
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